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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

（17）

鶴岡市職員採用試験【令和２年４月１日採用予定】

職員募集

■募集職種・受験資格

▷ 上級行政・上級土木・上級建築・上級電気（大卒
程度）…昭和60年４月２日～平成10年４月１日
に生まれた方

▷ 保健師（短大卒程度）…昭和60年４月２日以降
に生まれ、保健師免許を取得している方及び令和
２年４月までに取得見込みの方

▷ 作業療法士（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、作業療法士免許を取得している方
及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 臨床工学技士（短大卒程度）…昭和60年４月２
日以降に生まれ、臨床工学技士免許を取得してい
る方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷ 臨床検査技師（短大卒程度）…昭和60年４月２日
以降に生まれ、臨床検査技師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方

▷看護師［助産師］（短大卒程度）…昭和50年４月
　２日以降に生まれ、看護師免許を取得している方　
　及び令和２年４月までに取得見込みの方
　※�看護師免許と併せて助産師免許を取得している
方及び令和２年４月までに取得見込みの方も募
集します。

■試験日時

▷１次試験…７月28日○日午前10時

▷�２次試験…１次試験に合格した方を対象に、上級
行政・上級土木・上級建築・上級電気・保健師は
10月上旬、作業療法士・臨床工学技士・臨床検
査技師・看護師［助産師］は９月上旬に実施予定

■試験会場　

▷上級行政・上級土木・上級建築・上級電気・保健師▲
１次試験…鶴岡会場（勤労者会館）
　　　　　　東京会場（タワーホール船堀〈東京都
　　　　　　　　　　　江戸川区船堀４‐１‐１〉）　▲

２次試験…市役所本所
▷ 作業療法士・臨床工学技士・臨床検査技師・看護

師［助産師］　▲

１次・２次試験…荘内病院

■申込み受付

▷６月３日○月～28日○金に、申込書を市役所本所職
　員課へ（郵送の場合、28日○金までの消印有効）
▷市HP「電子申請」からも手続きができます

■試験案内・申込書等の交付

▷市役所本所職員課、各地域庁舎総務企画課及び荘
　内病院総務課で交付
▷郵便で請求する場合は、封筒の表に「試験案内請
　求」と朱書きし、140円分の切手を貼った返信用
　封筒（宛先を明記した角形２号封筒。折り畳んで
　もかまいません）、応募職種・連絡先のメモを同
　封して、市役所本所職員課（〒997‐8601市内
　馬場町９‐25）へ
▷�市HP「人事・職員採用」からダウンロードするこ
ともできます

■問本所職員課☎内線327

上記職種のほかに、土木・建築・電気（社会人
経験者）、初級行政、消防士等の採用試験を９
月に予定しています。

　

10
連
休
初
日
の
４
月
27
日
、
働
く
人
た
ち

の
祭
典
・
メ
ー
デ
ー
大
会
に
参
加
し
た
。
長

時
間
労
働
の
是
正
な
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
を
推
進
す
る
た
め
の
働
き
方
改
革

は
、
官
も
民
も
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
る
。

　

鶴
岡
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
、
中
小
企
業

が
従
業
員
を
非
正
規
か
ら
正
社
員
に
転
換
し

た
場
合
に
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
る
。
国
の

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
助
成
金
、
県
の
正
社
員
化

促
進
事
業
奨
励
金
に
市
が
上
乗
せ
し
、
長
期

の
雇
用
安
定
と
人
材
確
保
を
後
押
し
す
る
も

の
で
あ
る
。
今
年
度
か
ら
は
対
象
年
齢
を
45

歳
未
満
か
ら
50
歳
未
満
に
拡
充
し
て
お
り
、

ぜ
ひ
ご
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
の
６
月
か
ら
は
、
消
防
、
病
院
な
ど
を

除
く
市
職
員
を
対
象
に
、
時
差
出
勤
、
い
わ

ゆ
る
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
を
試
行
的
に
導
入

す
る
。
昨
年
度
、
市
役
所
内
に
女
性
活
躍
推

進
の
検
討
チ
ー
ム
を
設
け
た
。
こ
れ
ま
で
は
、

ほ
ぼ
全
て
の
職
員
が
午
前
８
時
半
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
の
画
一
的
な
働
き
方
で
あ
っ

た
。
あ
る
女
性
職
員
は
、
子
供
を
保
育
園
に

預
け
た
後
、
そ
の
ま
ま
出
勤
し
て
早
い
時
間

か
ら
働
け
れ
ば
、
と
言
う
。「
多
様
で
柔
軟

な
働
き
方
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
越
え
、
具
体
的
な
推
進
策
を
導
入
す
る
、

制
度
の
試
行
は
、
女
性
活
躍
に
向
け
た
そ
の

議
論
の
成
果
で
あ
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支

障
が
な
い
こ
と
が
大
前
提
だ
が
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
早
い
出
勤
時
間
で
は
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情報公開・個人情報保護条例の施行状況
平成30年度施行状況

■問本所総務課☎内線314

【情報公開】　　　　　　　　　　　　　　　　　�（　）内は対象の公文書数　

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 62 34（993） 43（1,024） ９（‐） ０

内訳
①市長部局…45
②教育委員会…９
③消防…８

①18（947）
②８（15）
③８（31）

①33（981）
②８（31）
③２（12）

①４（‐）
②５（‐） ０

開示請求件数
開示決定等の件数 審査請求

件数全部開示 部分開示 不開示
合計 ３ １（１） ２（２） ‐ ０
内訳 市長部局…３ １（１） ２（２） ‐ ０

　鶴岡市情報公開条例及び鶴
岡市個人情報保護条例の規定
に基づき、平成30年度の施
行状況をお知らせします。
　荘内病院、選挙管理委員会、
監査委員、農業委員会、固定
資産評価審査委員会、議会は
請求件数が０件のため掲載し
ていません。
　１つの開示請求に対して複
数の決定が行われる場合があ
るため、請求の件数と決定等
の件数は一致しません。

開かれた市政を�

審議会等公開及び意見公募の実績
平成30年度実績

■問本所総務課☎内線313

　市では、市政への市民参画や市政の透明化を目指し、審議会等の公開や市が作成した計画等に対する意見
公募（パブリック・コメント）を行っています。平成30年度の実績をお知らせします。

【審議会等公開】 【意見公募】

担当 審議会等の回数 うち公開された回数
市長部局 105 90
教育委員会 9 9
荘内病院 1 1
合計 115 100

担当 公募件数 寄せられた意見の数
市長部局 8 69
教育委員会 2 2
荘内病院 0 0
合計 10 71

午
前
７
時
半
、
遅
い
出
勤
時
間
で
は
午
前
10

時
な
ど
、
６
つ
の
区
分
の
中
か
ら
勤
務
時
間

を
選
べ
る
よ
う
に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
毎
月
実
施
し
て
い
た
部

課
長
会
議
も
、
四
半
期
に
１
回
に
変
更
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
30
分
程
度
の
会
議
の
た
め
に
、

毎
月
、
温
海
庁
舎
や
朝
日
庁
舎
か
ら
幹
部
が

招
集
さ
れ
て
い
た
。
働
き
方
を
変
え
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　

平
成
か
ら
令
和
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
は
、

市
名
が
兵
庫
県
篠
山
市
か
ら
丹
波
篠
山
市
に

変
更
さ
れ
た
現
地
で
迎
え
た
。
同
市
と
は
、

豆
に
関
す
る
サ
ミ
ッ
ト
の
相
互
訪
問
が
行
わ

れ
、
互
い
に
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
に
加
盟
し
て
お
り
、
災
害
時
の
相
互
応

援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
少
し
や
や
こ
し

い
話
な
の
だ
が
、
丹
波
篠
山
市
の
お
隣
に
は
、

丹
波
市
が
あ
る
。
旧
篠
山
市
で
は
、「
丹
波

の
黒
豆
」
の
本
場
が
丹
波
市
だ
と
誤
解
さ
れ

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
損
失
が
あ
る
と
し
、
市

名
変
更
に
よ
り
新
た
な
経
済
効
果
を
含
め
52

億
円
以
上
の
地
域
経
済
へ
の
影
響
が
あ
る
と

主
張
し
て
き
た
。
訪
問
に
併
せ
、
お
隣
の
丹

波
市
が
設
置
し
た
農
業
者
育
成
施
設「
農（
み

の
り
）
の
学
校
」
も
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。丹
波
市
と
篠
山
市
の
合
併
で
は
な
く
、丹

波
市
が
残
っ
た
ま
ま
の
丹
波
篠
山
市
の
誕
生
。

両
市
の
関
係
者
の
反
応
は
様
々
で
、「
一
つ

の
庄
内
」
へ
の
道
の
り
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

　

連
休
の
最
終
日
、
久
し
ぶ
り
に
長
男
と
釣

り
に
出
か
け
た
。
大
勢
の
人
出
で
に
ぎ
わ
っ

た
５
月
５
日
の
鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
は
あ
れ
ほ
ど
海
の
幸
が
あ
ふ
れ
て
い

た
の
に
、
米
子
で
も
堅
苔
沢
で
も
二
人
の
釣

り
ざ
お
が
し
な
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

で
も
し
ば
し
仕
事
を
忘
れ
、
爽
や
か
な
海
辺

の
休
日
と
な
っ
た
。

【個人情報保護】
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市内中小企業の皆さまへ�

インターンシップ等採用活動支援事業補助金
企業採用活動支援

■申本所商工課☎内線563

■対象経費
　インターンシップ等の受入れの際に、企業が負
担した次の就職活動経費
　①交通費
　②�宿泊費（インターンシップを２日以上実施し
た場合のみ）

　③保険料

■補助金額
　▷�学生等１人につき 1万円を乗じた額と対象
経費の２分の１（1,000円未満切り捨て）を
比較していずれか少ない方の額

　▷�インターンシップを２日以上実施した場合は、
学生等１人につき３万円を乗じた額と対象経
費の２分の１（1,000円未満切り捨て）を比
較していずれか少ない方の額

　▷１企業１年度当たり10万円を上限

■対象経費
　市内に本社を有する民間事業者が運営する地元
就職情報サイトへの掲載に必要な経費
※消費税及び地方消費税相当分は対象外。

■補助金額
　▷�対象経費の２分の１（1,000円未満切り捨て）
と20万円を比較していずれか少ない方の額

　▷１企業１回のみの交付

①
交付申請

申請者

⑥
補助金
請求

⑧
補助金
受取

④
実績報告

鶴岡市

②
交付決定

通知

⑦
補助金
支払

⑤
補助金額
確定通知

③
事業実施

実施の７日前まで
申請書を提出

実施後30日以内に
実績報告書を提出

業種
A

資本金の額または
出資の額

B
常時雇用する
労働者の数

小売業�
（飲食店を含む） 5,000万円以下 50人以下

サービス業 5,000万円以下 100人以下

卸売業 １億円以下 100人以下

製造業、建設業、
その他 ３億円以下 300人以下

　若者の地元回帰を促進するため、学生等が参加するインターンシップ、会社見学、面接等の受入れや採
用活動のために地元就職情報サイトを利用する市内の中小企業事業主を支援します。

　申請や実績報告の際に必要な書類のデータは市ＨHP
に掲載しています。リーフレットも掲載しています
ので併せてご覧ください。
※�実績報告の際に、補助対象経費を負担したことが
分かる書類の提出が必要です。領収書・明細書な
どは保管しておいてください。

補助金交付までの流れ 対象となる中小企業の定義

提出資料等について

　次のＡまたはＢに該当する企業が対象となります

１

２ 企業情報や採用情報を発信する地元就職情報サイトへの掲載を支援！

学生等のインターンシップ、会社見学、面接等の受入れを支援！
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後期高齢者医療保険料の軽減が見直されます
後期高齢者医療

　保険料の均等割について、これまで９割軽減となっていた方は、今年度から８割軽減に変わります。所得
の低い年金受給者の方へは、10月から老齢年金生活者支援給付金（基準額月5,000円）の制度が始まります。

■問後期高齢者医療制度について…本所国保年金課☎内線126または各地域庁舎市民福祉課へ
　　　　　　　　　�老齢年金生活者支援給付金について…ねんきんダイヤル☎0570‐05‐1165

　避難情報の発令が変更されます
防災情報

■問本所防災安全課☎内線179

　西日本豪雨災害の際、避難勧告や避難指示を出し
ても、住民の避難行動につながらないケースがあっ
たことから、国が避難勧告のガイドラインを改正し
ました。住民に分かりやすく伝えるために、５段階

の警戒レベルを設定し、住民の皆さんが取るべき行
動を明確化しました。
　市ではこれを受け、６月から以下の通り避難情報
の発令を変更します。

警戒レベル 避難行動 避難情報等 発令者・発表者

警戒レベル５ 命を守るための最善の行動を取る 災害発生情報 市長

警戒レベル４ 全員避難 避難指示（緊急）
避難勧告 市長

警戒レベル３ 高齢者等は避難 避難準備
高齢者等避難開始 市長

警戒レベル２ 避難行動の確認 洪水注意報
大雨注意報 気象庁

警戒レベル１ 災害への心構えをする 数日中に警報級の
大雨の可能性あり 気象庁

高

低

危
険
度

※避難の合図が出たら、すぐに避難してください。

 老齢年金生活者支援給付金
　以下の要件を全て満たす方に給付があります
　・65歳以上で老齢基礎年金を受給中
　・世帯全員の市民税が非課税
　・前年の年金収入額と所得額の合計が87万9,300円以下

※�給付額は保険料を納めた期間等に
より異なり、年金の支払日に振り
込みます（初回は10月・11月分
を12月に振り込み）。

（例）年金収入80万円以下の方
平成30年度 令和元年度

９割軽減
（月平均342円納付）

保険料の納付額（１割）

８割軽減
（月平均684円納付）

保険料の納付額（２割）

※特別徴収（年金からの差引き）で納めている場合、差引き額への影響は10月からです。
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セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
内
線
☎
１
９

３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

障

害
の
あ
る
方
…
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６

ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

耳
・
手
足
が
不
自
由
な
方
の

た
め
の
巡
回
相
談

■日
７
月
３
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
、
交
付
を
受
け
て
い

る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、
補
装
具
の
交

付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治
療
中
の
方
を

除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、
肢
体　

■持

印
鑑
、
保
険
証
、
身
体
障
害
者
手
帳
（
交
付

済
み
の
方
）　

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３

６
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

年
金
・
医
療

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

の
が
難
し
い
方
は

　

失
業
や
所
得
の
減
少
な
ど
の
経
済
的
な
理

由
で
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
っ
て
納
付

が
免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
（
学
生
は
学
生
納
付
特
例
制
度
の
対
象
）。

▼
免
除
制
度
（
全
額
・
一
部
免
除
）　

本
人
、

配
偶
者
及
び
世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
全
額
、
４
分
の
３
の
額
、
半

額
ま
た
は
４
分
の
１
の
額
が
各
基
準
で
免
除

さ
れ
ま
す
。

▼
納
付
猶
予
制
度　

20
歳
以
上
50
歳
未
満
の
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福
祉
の
推
進
を
目
的
と
す
る
事
業
、
療
育
に

関
す
る
調
査
・
研
究
・
研
修　

■
助
成
額

対
象
経
費
の
４
分
の
３
以
内　

■申
６
月
28
日

○金
ま
で
本
所
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
☎
内
線

７
０
５
へ

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
へ
の
寝
具
類

の
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
サ
ー
ビ
ス

■対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

▽
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
ま
た
は
高
齢
者
の

み
の
市
民
税
非
課
税
世
帯　

▽
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難　

▽
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
に
該
当
す
る　

■内
市
が
委
託
し
た
業

者
が
寝
具
（
掛
布
団
・
敷
布
団
・
毛
布
・
マ

ッ
ト
レ
ス
）を
洗
濯
・
乾
燥
・
消
毒
し
ま
す（
１

人
年
２
回
ま
で
。
１
回
に
つ
き
３
点
ま
で
）　

■
自
己
負
担　

実
施
に
要
し
た
費
用
の
１
割

相
当　

■申
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
本

所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１
９
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

あ
ん
し
ん
見
守
り
コ
ー
ル
の
設
置

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
の
電
話
機
に
、
通

報
や
双
方
向
の
会
話
が
で
き
る
通
信
機
器
を

設
置
し
、
生
活
・
健
康
等
に
関
す
る
相
談
や
、

安
否
確
認
、
緊
急
事
態
へ
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
支
援
し
ま
す
。

■対
お
お
む
ね
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
身

体
虚
弱
な
方
（
要
支
援
１
以
上
）、
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
・
２
級
を
所
持
す
る
一
人
暮

ら
し
の
方　

■申
高
齢
者
…
各
地
域
包
括
支
援

５　

■申
６
月
13
日
○木
ま
で
勤
務
を
希
望
す
る

小
学
校
へ

健
康
・
福
祉

個
別
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま
し
た

■日
６
月
１
日
○土
～
９
月
30
日
○月
の
開
院
日

■場
市
内
医
療
機
関　

■対
昭
和
25
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方
（
市
が
実
施
す
る
人
間

ド
ッ
ク
や
集
団
健
診
と
重
複
し
て
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
）　

■持
特
定
健
診
受
診
券
、
医
療
保

険
被
保
険
者
証　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）

☎
内
線
３
６
６　

■他
予
約
な
ど
医
療
機
関
に

確
認
の
上
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い

民
生
委
員
児
童
委
員
が 

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
10
民
生
区
（
栄
地
区
）
…
今
野
誠
一（
主

任
児
童
委
員
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
８

福
祉
活
動
・
心
身
障
害
児　

療
育
支
援
活
動
へ
の
助
成

■対
社
会
福
祉
活
動
や
心
身
障
害
児
療
育
支
援

を
行
う
団
体
や
個
人　

■内
▽
福
祉
活
動
助
成

金
…
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
の
推
進
、
福
祉

に
関
す
る
調
査
・
研
究
、
福
祉
関
係
者
の
研

修
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
、
福
祉

意
識
の
高
揚
・
啓
発　

▽
心
身
障
害
児
療
育

支
援
助
成
金
…
障
害
児
の
地
域
福
祉
・
在
宅

市
政

藤
沢
周
平
記
念
館 

学
芸
員
募
集

■
職
種　

学
芸
員
（
嘱
託
職
員
）　

■
任
用

期
間　

10
月
～
来
年
３
月　

■
受
験
資
格

４
年
制
大
学
を
卒
業
し
学
芸
員
資
格
を
有
す

る
方　

■
募
集
人
数　

１
人　

■申
７
月
19
日

○金
ま
で
提
出
書
類
等
を
同
館
☎
29
‐
１
８
８

０
へ　

■他
同
館
HP

小
学
校
プ
ー
ル 

監
視
補
助
員
募
集

■
要
件　

高
校
生
以
上
で
、
監
視
補
助
業
務

に
専
念
し
泳
げ
る
方　

■
勤
務
期
間　

小
学

校
の
夏
休
み
期
間
（
7
月
25
日
頃
か
ら
約
１

か
月
間
）
の
プ
ー
ル
開
放
日
（
月
曜
～
金
曜

日
の
１
日
6
時
間
〈
5
～
10
日
程
度
〉）

■
募
集
人
数　

各
校
若
干
名　

■
時
給　

８

１
０
円　

■
募
集
校　

朝
暘
一
小
☎
22
‐
０

４
４
１
、
朝
暘
三
小
☎
22
‐
０
３
１
８
、
朝

暘
四
小
☎
22
‐
８
３
４
３
、
朝
暘
五
小
☎
22

‐
０
５
１
４
、
朝
暘
六
小
☎
24
‐
２
２
９
０
、

斎
小
☎
22
‐
１
５
６
６
、 

黄
金
小
☎
22
‐
５

７
４
２
、
大
泉
小
☎
22
‐
０
７
９
４
、
上

郷
小
☎
35
‐
２
６
４
１
、

湯
野
浜
小
☎
75
‐
２
１

１
０
、
大
山
小
☎
33
‐

２
５
７
０
、
西
郷
小
☎

76
‐
２
３
０
７
、
羽
黒

小
☎
62
‐
２
１
４
８
、

広
瀬
小
☎
62
‐
２
１
６
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▼
高
額
療
養
費
請
求　

福
祉
医
療
で
負
担
し

た
医
療
費
が
高
額
療
養
費
の
対
象
の
場
合

は
、
市
が
代
理
で
保
険
者
へ
高
額
療
養
費
請

求
（
代
理
請
求
）
し
ま
す
。
該
当
の
場
合
は
、

書
類
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
県
外
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合

は
、
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負
担
額
の
助

成
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
後
日
、
助
成
金
支

給
申
請
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■持
印
鑑
、
領
収
書
、
健
康
保
険
証
、
福
祉
医

療
証
、
通
帳
（
未
成
年
の
場
合
は
健
康
保
険

で
扶
養
し
て
い
る
方
名
義
の
も
の
）

▼
共
通　

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２

８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
証
の

更
新
時
期
で
す

　

医
療
証
を
お
持
ち
の
方
に
、
更
新
用
の
申

請
書
類
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
手
続
き
が
遅

れ
る
と
医
療
証
を
継
続
し
て
使
用
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
受
付
期
間
内
に
必

ず
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
前
年

度
ま
で
非
該
当
だ
っ
た
方
で
、
今
年
度
に
医

療
証
を
希
望
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で

す
の
で
、
保
険
証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間
・
場
所　

６
月
３
日
○月
～
７
日

○金
…
市
役
所
本
所
１
階
ロ
ビ
ー
及
び
各
地
域

庁
舎
市
民
福
祉
課
（
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
）、
本
所
国
保
年
金
課
（
午
後
５

時
15
分
～
７
時
）　

８
日
○土
…
同
課
（
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）　

■問
同
課
☎

内
線
１
２
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉

課
へ

方
で
、
本
人
及
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。

▼
退
職
・
失
業
に
よ
る
特
例　

退
職
ま
た
は

失
業
し
た
方
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
確
認
印
の

あ
る
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
ま
た
は
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
（
い
ず
れ
も
コ
ピ
ー

可
）
を
添
付
し
て
申
請
す
る
と
、
本
人
の
前

年
所
得
が
審
査
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
（
配

偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
の
申
請
で
対
象
外
）。

退
職
ま
た
は
失
業
等
の
前
月
か
ら
退
職
ま
た

は
失
業
等
が
あ
っ
た
年
の
翌
々
年
６
月
ま
で

の
期
間
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
に
つ
い
て　

必
ず
前
年
所
得
の
申
告

手
続
き
を
済
ま
せ
た
上
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
配
偶
者
、
世
帯
主
も
同
様
）。
今
年
度

分
（
７
月
～
来
年
６
月
の
納
付
保
険
料
が
対

象
）
は
、
７
月
１
日
○月
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

▼
免
除
・
納
付
猶
予
期
間
の
保
険
料
追
納

10
年
前
ま
で
遡
っ
て
追
納
で
き
ま
す
が
、
同

期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
場
合
、
加
算
金
が
付
き
ま
す
。

■申
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

福
祉
医
療
証
（
身○
・
子○
・
親○
）

を
お
持
ち
の
方
へ

▼
限
度
額
適
用
認
定
証　

福
祉
医
療
で
負
担

し
た
医
療
費
が
高
額
に
な
る
場
合
は
、
事
前

に
限
度
額
適
用
認
定
証
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■申
各
医
療
保
険
者
（
市
〈
国
民
健
康
保
険
〉、

各
保
険
組
合
等
）

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
６
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
２
月
～
５
月
分
で
、

６
月
14
日
○金
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

一
時
預
か
り
、
病
児
保
育
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

▼
一
時
預
か
り　

保
護
者
が
病
気
や
冠
婚
葬

祭
、
学
校
行
事
、
育
児
疲
れ
、
就
労
等
の
理

由
で
一
時
的
に
家
庭
で
の
育
児
が
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
次
の
保
育
園
で
子
供
を
保
育
し

ま
す
。
予
定
が
分
か
る
と
き
は
、
２
日
前
ま

で
に
各
保
育
園
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
園
の
行
事
等
の
た
め
受
け
入
れ
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
時
間

や
料
金
等
は
各
園
で
異
な
り
ま
す
。

■
実
施
保
育
園　

か
た
ば
み
保
育
園
、
大
泉

保
育
園
、
湯
田
川
保
育
園
、
民
田
保
育
園
、

上
郷
保
育
園
、
田
川
保
育
園
、
藤
島
く
り
く

り
保
育
園
、
藤
島
こ
り
す
保
育
園
、
大
東
保

育
園
、
い
ず
み
保
育
園
、
く
し
び
き
保
育
園
、

く
し
び
き
西
部
保
育
園　

■
保
育
時
間　

午

前
８
時
～
午
後
５
時
30
分
（
半
日〈
４
時
間
〉

の
利
用
も
可
）　

■費
３
歳
未
満
…
１
日
２
、

６
０
０
円
～
３
、
０
０
０
円　

３
歳
以
上
…

１
日
１
、
５
０
０
円
～
２
、
０
０
０
円
（
半

日
利
用
の
場
合
は
半
額
）　

■問
各
保
育
園
ま

た
は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

▼
病
児
保
育　

病
気
や
そ
の
回
復
期
の
子
供

を
保
護
者
が
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
で

家
庭
で
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
看

護
師
・
保
育
士
の
い
る
施
設
で
一
時
的
に
保

育
し
ま
す
。

重
度
心
身
障
害（
児
）者 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す

　

事
前
に
更
新
申
請
を
し
た
方
に
、
所
得
判

定
に
よ
り
該
当
す
る
医
療
証
（
非
該
当
の
場

合
は
非
該
当
通
知
書
）
を
、
６
月
30
日
○日
ま

で
に
お
送
り
し
ま
す
（
未
申
告
等
に
よ
り
所

得
判
定
が
で
き
な
い
場
合
、
確
認
で
き
次
第

送
付
）。
ま
た
、
前
年
度
ま
で
非
該
当
だ
っ

た
方
や
、
今
年
度
未
申
請
の
方
が
医
療
証
を

希
望
す
る
場
合
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
、

保
険
証
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
８
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

子
育
て
・
教
育

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を

お
忘
れ
な
く

　

児
童
手
当
受
給
者
へ
５
月
末
に
現
況
届
の

用
紙
を
送
付
し
ま
し
た
。
同
封
の
「
記
入
方

法
」
等
を
参
考
に
６
月
末
ま
で
に
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な

い
場
合
、
児
童
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
２
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
児
童
手
当
の 

支
給
月
で
す

　

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10



12

分
～
８
時
30
分
…
加
茂
海
岸　

▽
午
前
６
時

～
７
時
30
分
…
小
波
渡
海
岸　

▼
７
月
14
日

○日　

▽
午
前
７
時
～
８
時
…
三
瀬
海
岸　

■問

海
岸
地
域
の
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ま
ず
は
ご
相
談
を 

危
険
空
き
家
の
解
体
に
補
助
し
ま
す

■対
個
人
ま
た
は
住
民
自
治
組
織
等
の
団
体
が
、

危
険
な
空
き
家
の
解
体
に
要
し
た
費
用
の
一

部　

■
補
助
金
額　

個
人
…
解
体
費
の
40
％

ま
た
は
解
体
費
が
土
地
の
評
価
額
を
上
回
っ

た
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
方
の
額　

団
体
…

解
体
に
要
し
た
実
費
（
い
ず
れ
も
上
限
75
万

円
）　

■申
本
所
環
境
課
☎
内
線
７
１
８
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

ま
ず
は
ご
相
談
を 

空
き
家
の
適
正
管
理
に
補
助
し
ま
す

■対
住
民
自
治
組
織
等
の
団
体
が
、
空
き
家
の

管
理
に
要
し
た
費
用
（
草
刈
機
の
燃
料
、
補

修
用
の
板
等
）　

■
補
助
金
額　

空
き
家
の

管
理
に
要
し
た
実
費
（
上
限
５
万
円
）　

■申

本
所
環
境
課
☎
内
線
７
１
８
ま
た
は
各
地
域

庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
！

　

６
月
～
９
月
は
食
中
毒
の
多
発
時
期
で
す
。

ま
た
、
７
月
は
食
中
毒
予
防
月
間
で
す
。

▼
食
品
は
中
心
部
を
75
℃
以
上
で
１
分
以
上

加
熱
し
ま
し
ょ
う

▼
使
用
し
た
調
理
器
具
は
洗
剤
で
よ
く
洗
い

ま
し
ょ
う　

生
肉
・
魚
を
扱
っ
た
後
は
さ
ら

に
熱
湯
を
掛
け
る
な
ど
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 

「
川
や
海
を
き
れ
い
に
」
河
川
・
海
岸
一
斉
清
掃

■
河
川
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）　

▼
６
月
30
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
鶴

岡
地
域
【
大
戸
川
（
国
道
７
号
〈
大
荒
〉
～

火
打
崎
橋
）、
矢
引
川
（
県
道
三
瀬
水
沢
線

〈
矢
引
〉
～
国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】　

▼
７
月

７
日
○日　

▽
午
前
５
時
～
７
時
…
櫛
引
地

域
【
田
沢
川
、
角
田
川
、
水
無
川
、
相
模
川
、

山
谷
川
、
馬
渡
川
】　

▽
午
前
６
時
～
７
時

…
鶴
岡
地
域
【
大
山
川
（
石
山
橋
～
新
橋
）

（
坂
野
下
～
新
橋
）、
少
連
寺
川
（
少
連
寺
～

大
山
川
合
流
点
）、
砂
谷
川
（
砂
谷
～
東
目
）、

三
瀬
川（
水
無
～
三
瀬
川
河
口
）、降
矢
川（
三

瀬
地
内
）、降
矢
川（
中
山
地
内
）、藤
倉
川（
中

山
地
内
）】、
藤
島
地
域
【
藤
島
川
】、
羽
黒

地
域
【
藤
島
川
、
今
野
川
、
黒
瀬
川
、
小
黒

川
】、
朝
日
地
域
【
赤
川
、
上
田
沢
川
、
青

竜
川
、
倉
沢
川
、
戸
沢
川
ほ
か
】　

▽
午
前

６
時
～
８
時
…
鶴
岡
地
域
【
内
川
左
岸
（
坂

本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
美
原
町
〉
～
内
川

橋〈
宝
町
〉）、内
川
右
岸（
割
目
橋〈
城
南
町
〉

～
坂
本
橋
周
辺
及
び
天
池
橋
〈
双
葉
町
〉
～

三
次
郎
橋
〈
切
添
町
〉）、
大
戸
川
（
大
広
～

国
道
７
号
〈
大
荒
〉）】、温
海
地
域
【
五
十
川
、

温
海
川
、
庄
内
小
国
川
、
鼠
ヶ
関
川
ほ
か
】　

▽
午
前
８
時
30
分
～
正
午
…
鶴
岡
地
域
【
新

内
川
右
岸
（
月
見
橋
～
長
者
大
橋
）】　

■問
本

所
土
木
課
☎
内
線
４
４
８
ま
た
は
各
地
域
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

■
海
岸
一
斉
清
掃
（
日
時
・
清
掃
区
域
）

▼
７
月
７
日
○日　

▽
午
前
６
時
～
８
時
…
浜

千
鳥
海
岸
～
鼠
ヶ
関
海
岸　

▽
午
前
６
時
30

▼
手
洗
い
を
習
慣
に
し
ま
し
ょ
う　

食
事
や

調
理
時
、ト
イ
レ
、お
む
つ
交
換
、生
肉
・
魚
を

扱
っ
た
後
は
石
け
ん
で
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
飲
用
や
野
菜
・
食
器
洗
浄
用
に
井
戸
水
の

使
用
を
控
え
ま
し
ょ
う　

梅
雨
の
時
期
は
雑

菌
が
混
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼
症
状
が
出
た
ら
直
ち
に
受
診
し
ま
し
ょ
う　

感
染
者
の
約
半
数
は
、
数
日
の
潜
伏
期
間
を

お
い
て
頻
回
の
水
様
便
の
症
状
が
出
ま
す
。

激
し
い
腹
痛
や
血
便
な
ど
重
症
化
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
特
に
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
重

症
化
し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
有
毒
植
物
に
注
意
し
ま
し
ょ
う　

山
菜
は

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
を
採
取
し
、
特
に
生

え
始
め
の
山
菜
は
有
毒
植
物
と
区
別
が
難
し

い
の
で
慎
重
に
採
取
し
ま
し
ょ
う
。
有
毒
植

物
が
混
ざ
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
調
理

前
も
十
分
観
察
し
ま
し
ょ
う
。
吐
き
気
や
し

び
れ
等
の
異
常
が
あ
っ
た
ら
残
品
を
持
っ
て

早
急
に
医
療
機
関
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
の
対
策
を

し
ま
し
ょ
う

▼
ヒ
ト
ス
ジ
シ
マ
蚊
と
は　

黒
色
の
体
に
白

い
し
ま
が
あ
る
蚊
で
す
。
海
外
か
ら
デ
ン
グ

熱
や
ジ
カ
熱
の
感
染
者
が
来
訪
し
た
と
き
、

ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る
種
類
の
蚊
で
す
。

▼
生
態　

１
・
２
週
間
、
水
中
で
生
息
し
成

虫
に
な
り
ま
す
。
や
ぶ
や
草
む
ら
な
ど
に
潜

み
、小
さ
な
音
で
飛
び
、日
中
も
吸
血
し
ま
す
。

▼
対
策
の
ポ
イ
ン
ト　

容
器
類
や
古
タ
イ
ヤ
、

植
木
鉢
の
受
け
皿
、
バ
ケ
ツ
等
の
水
を
管
理

し
ボ
ウ
フ
ラ
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

■
実
施
施
設　

三
井
病
院
内
カ
ト
レ
ア
キ
ッ

ズ
ル
ー
ム　

■
受
入
時
間　

午
前
８
時
～
午

後
６
時（
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

■対
生
後
２
か
月
～
小
学
６
年
生　

■費
１
日
２
、

０
０
０
円　

■問
同
院
☎
22
‐
３
２
９
０
ま
た

は
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
４
８
へ

税
・
生
活
・
そ
の
他

６
月
14
日
に
お
送
り
す
る
市
・
県
民

税
納
税
通
知
書
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

　

６
月
14
日
○金
に
市
・
県
民
税
納
税
通
知
書

を
お
送
り
し
ま
す
。
今
年
度
の
市
・
県
民
税

は
平
成
30
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算
さ
れ
、

今
年
１
月
１
日
に
住
民
登
録
が
あ
っ
た
市
区

町
村
で
課
税
さ
れ
ま
す
。

■対
普
通
徴
収
及
び
公
的
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
の
方　

■問
本
所
課
税
課
☎
内
線
２
０
１

■他
市
HP

▼
市
・
県
民
税
等
、
市
税
の
納
付
は
口
座
振

替
を
お
勧
め
し
ま
す　

納
付
書
か
ら
口
座
振

替
に
変
更
し
た
い
方
は
、
口
座
の
あ
る
金
融

機
関
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納
付
書

の
方
は
、
各
金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
の
方
は
、
口
座
振
替
や
納

付
書
に
は
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書

（
車
検
用
）を
お
送
り
し
ま
す

■日
６
月
中
旬
ま
で　

■対
車
検
が
必
要
な
車
両

の
軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方　

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
２
０

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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■日
６
月
18
日
○火
～
７
月
18
日
○木
午
前
９
時
30

分
～
午
後
10
時
（
初
日
は
午
後
２
時
か
ら
）

■場
つ
る
お
か
食
文
化
市
場
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｖ
Ｅ

Ｒ
（
フ
ー
デ
ェ
ヴ
ァ
ー
）　

■問
本
所
食
文
化

創
造
都
市
推
進
課
☎
内
線
５
４
０

男
女
共
同
参〝
学
〟
知
る 

学
ぶ 

考
え
る 

私
の
人
生 

私
が
つ
く
る 

６
月
23
日
～
29
日
は
男
女
共
同
参
画
週
間

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地

域
で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力

を
発
揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の
周
り
の

男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
こ

の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
６

メ
ロ
ン
が
旬
を
迎
え
ま
す
！　
　
　

７
月
６
日
は「
庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
」

　

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
は
約
１
０
０
年
の
歴
史

が
あ
り
、
真
夏
の
メ
ロ
ン
市
場
を
支
え
る
鶴

岡
市
の
特
産
物
で
す
。
収
穫
の
最
盛
期
が
７

月
で
、「
６
」と
い
う
数
字
が
メ
ロ
ン
の
形
に

似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
７
月
６
日
を

庄
内
砂
丘
メ
ロ
ン
の
日
と
し
ま
し
た
。
当
日

は
加
茂
水
族
館
で
試
食
宣
伝
会
を
行
い
ま
す
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
６

「
鶴
岡
も
っ
け
だ
の
ぉ
食
堂
」

営
業
終
了
の
お
知
ら
せ

　

市
役
所
本
所
地
下
１
階
で
営
業
し
て
い
ま

し
た
同
食
堂
は
、
都
合
に
よ
り
４
月
26
日
を

も
ち
ま
し
て
営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

■問
本
所
職
員
課
☎
内
線
３
５
２

自
主
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
５

い
つ
も
の
む 

い
つ
も
の
水
に 

日
々
感
謝 

６
月
１
日
～
７
日
は
水
道
週
間

　

鶴
岡
市
水
道
事
業
は
、
本
市
と
三
川
町
に

１
日
平
均
４
万
５
、
９
７
８
㎥
の
水
を
供
給

し
て
い
ま
す
。
こ
の
大
量
の
水
を
送
る
水
道

事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
頂
く
水
道
料
金
で
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
期
間
中
に
、
市
役
所
本

所
と
上
下
水
道
部
庁
舎
で
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
上
下
水
道
部
総
務
課
☎
23
‐
７
７
３
１

無
事
故
へ
の 

構
え
一
分
の 

隙
も
無
く 

６
月
２
日
～
８
日
は
危
険
物
安
全
週
間

　

石
油
類
な
ど
の
危
険
物
は
、
事
業
所
等
で

幅
広
く
利
用
さ
れ
、
生
活
に
も
深
く
浸
透
し
、

そ
の
安
全
確
保
の
重
要
性
は
増
し
て
い
ま
す
。

危
険
物
施
設
で
の
火
災
・
流
出
事
故
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
た
め
、
危
険
物
を
取
り
扱
う
事

業
所
は
、
自
主
保
安
体
制
を
再
確
認
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
灯
油
な
ど

の
危
険
物
を
取
り
扱
う
と
き
は
流
出
さ
せ
な

い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■問
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐
８
３
３
２

６
月
18
日
は
「
持
続
可
能
な
食
文
化
の
日
」
で
す 

食
の
課
題
と
鶴
岡
の
食
文
化
を
考
え
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ネ
ル
展

　

鶴
岡
の
食
文
化
は
食
の
安
全
や
持
続
可
能

な
食
料
生
産
な
ど
、
世
界
で
生
じ
て
い
る
様

々
な
食
に
関
す
る
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
本

市
の
食
文
化
を
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
適
正
な
価
格
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。
売

買
対
象
地
の
条
件
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
の
土

地
の
お
お
よ
そ
の
適
正
価
格
が
分
か
り
ま
す
。

　

地
価
公
示
書
は
、
本
所
土
木
課
☎
内
線
４

５
８
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
産
業
建
設
課
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
よ
る
農
用

地
等
の
借
り
手
を
募
集
し
ま
す

　

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
や
新
規
就
農
等
を

計
画
し
、
農
地
中
間
管
理
機
構
か
ら
の
農
用

地
等
の
借
受
け
を
新
た
に
希
望
す
る
方
を
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
区
域　

市
全
域　

■申
来
年
２
月

28
日
○金
ま
で
農
業
委
員
会
事
務
局
（
藤
島
庁

舎
）
☎
64
‐
５
８
６
０
、
農
業
委
員
会
各
分

室
ま
た
は
Ｊ
Ａ
鶴
岡
・
庄
内
た
が
わ
本
所
・

各
支
所
へ　

■他
市
HP

日
赤
鶴
岡
市
地
区
か
ら
の
お
知
ら
せ　

６
月
は「
会
員
増
強
運
動
月
間
」で
す

　

期
間
中
、
会
員
加
入
と
会
費
の
増
収
に
向

け
て
活
動
し
ま
す
。
任
意
で
の
会
員
加
入
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間

　

６
月
は
雨
の
日
が
多
く
、
土
砂
崩
れ
等
の

災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
気
象
情

報
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
自
宅
の
裏
山
を

見
回
る
な
ど
身
の
周
り
に
危
険
な
箇
所
が
な

い
か
点
検
し
、
長
雨
や
集
中
豪
雨
の
と
き
は

ょ
う
。
や
ぶ
や
草
む
ら
は
定
期
的
に
草
刈
り

な
ど
し
風
通
し
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。
屋
外

作
業
で
は
、
長
袖
を
着
用
し
、
防
虫
用
品
を

使
用
す
る
な
ど
蚊
か
ら
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
２

高
齢
者
を
狙
っ
た   　
　
　

「
う
そ
電
話
詐
欺
」に
ご
用
心
！

　

偶
数
月
の
年
金
支
給
日
に
合
わ
せ
不
審
な

勧
誘
な
ど
が
集
中
し
ま
す
。

▽
突
然
、
息
子
や
孫
を
名
乗
る
電
話
で
お
金

を
頼
ん
で
く
る　

▽
名
義
貸
し
に
絡
む
ト
ラ

ブ
ル
解
決
を
名
目
に
現
金
を
要
求
す
る　

▽

医
療
費
や
税
金
の
還
付
金
と
偽
る　

▽
レ
タ

ー
パ
ッ
ク
や
宅
配
便
で
お
金
を
要
求
す
る

　

少
し
で
も
不
審
に
思
っ
た
ら
鶴
岡
警
察
署

☎
28
‐
０
１
１
０
へ
。

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６

農
薬
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

　

農
薬
を
使
用
す
る
と
き
は
、
マ
ス
ク
や
ゴ

ム
手
袋
を
着
用
し
、
使
用
法
・
使
用
量
を
守

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
風
向
き
等
に
注
意
し
、

住
宅
地
等
へ
の
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

土
地
売
買
の
際
は 

地
価
公
示
価
格
を
参
考
に

　

地
価
公
示
と
は
、
県
内
の
都
市
計
画
区
域

内
で
標
準
的
な
使
わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地

（
標
準
地
。
市
内
17
地
点
）
を
選
ん
で
、
そ
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